
平成２５年度（完成） 

優 良 業 者 等 表 彰（局長表彰） 

●優良施工工事部門

●安全施工工事部門

●優良業務部門

●優秀工事技術者部門

●優秀業務技術者部門

平成２６年 ７月 

沖縄総合事務局開発建設部 



優良業者等表彰一覧

◆優良施工工事部門

◆安全施工工事部門 

工 事 件 名 業 者 名 事務所等名 項 

● 平成２４年度西崎高架橋下部工（Ａ１～Ｐ２）工事

● 平成２３年度恩納南ＢＰ１工区改良（その７）工事

● 那覇港(浦添ふ頭地区)防波堤(浦添第一)消波ブロック工事(第４次)

大永建設(株) 

先嶋建設（株） 

（株）小波津組 

南 部 国 道 

北 部 国 道 

那覇港湾・空港 

Ｐ１１ 

Ｐ１２ 

Ｐ１３ 

◆優良業務部門 

業 務 件 名 業 者 名 事務所等名 項 

● 平成２５年度普久川ダム及び漢那ダム耐震性能照査業務

● 平成２５年度小禄道路トンネル詳細設計業務

● 平成２５年度北部国道管内事業評価資料作成等業務

● 平成２５年度北部国道管内測量設計(その１)業務

● 那覇空港滑走路増設実施設計業務

● 那覇空港滑走路増設環境影響検討業務

（株）ニュージェック 沖縄支店 

（株)オリエンタルコンサルタンツ沖縄支店 

（株)長大 沖縄事務所  

（株）国建 

パシフィックコンサルタンツ（株） 沖縄支社 

（一財）みなと総合研究財団・いであ(株) 設計共同体 

ダ ム 統 管 

南 部 国 道 

北 部 国 道 

北 部 国 道 

那覇港湾 ・空港 

開 発 建 設 部 

Ｐ１５ 

Ｐ１６ 

Ｐ１７ 

Ｐ１８ 

Ｐ１９ 

Ｐ２0 

◆優秀工事技術者部門 

工 事 件 名 業 者 名 技術者名 事務所等名 項 

● 平成２５年度億首ダム付替県道１０４号道路改良その他工事

● 平成２５年度億首ダム付替県道１０４号道路整備工事

● 平成２４年度調整水路トンネル補修工事

● 平成２５年度羽地・漢那・大保ダム植栽管理工事

● 那覇港（新港ふ頭地区）岸壁（ー１３．０ｍ）（改良）（耐震）外１件工事

（株）ホカマ 

（株）丸孝組 

（株）大城組 

（有）大和緑建 

東洋建設・南海土木特定

建設工事共同企業体 

知 花 徳 和

宮 城 立 裕

大 城 敏 男

嘉 陽 宗 紀

前 田 悦 雄

北 部 ダ ム 

北 部 ダ ム 

ダ ム 統 管 

ダ ム 統 管 

那覇港湾・空港 

Ｐ２２

P２２ 

Ｐ２３ 

Ｐ２３ 

Ｐ２４ 

◆優秀業務技術者部門 

業 務 件 名 業 者 名 技術者名 事務所等名 項 

● 平成２５年度普久川ダム及び漢那ダム耐震性能照査業務

● 平成２５年度北部国道管内事業評価資料作成等業務

● 那覇空港滑走路増設環境影響検討業務

（株）ニュージェック 沖縄支店 

（株)長大 沖縄事務所 

（一財）みなと総合研究財団・

いであ(株) 設計共同体 

中 野 歩 

野尻  敏弘 

首 藤 啓 

ダ ム 統 管 

北 部 国 道 

開 発 建 設 部 

Ｐ２６ 

Ｐ２６ 

Ｐ２７ 

工 事 件 名 業 者 名 事務所等名 項 

● 平成２５年度億首ダム付替県道１０４号道路改良その他工事

● 平成２５年度億首ダム付替県道１０４号道路整備工事

● 平成２４年度調整水路トンネル補修工事

● 平成２５年度羽地・漢那・大保ダム植栽管理工事

● 平成２４年度南部国道管内道路施設等修繕（その２）工事

● 平成２５年度北部国道管内道路情報表示設備設置工事

● 中城湾港土砂処分場い・う・え護岸地盤改良工事

● 中城湾港土砂処分場二護岸外２件築造工事

（株）ホカマ 

（株）丸孝組 

（株）大城組 

（有）大和緑建 

（有）国栄建設 

パイオニア電設(株) 

東洋・みらい・本間特定建設工事共同企業体 

(株)太名嘉組 

北部ダム事務所 

北部ダム事務所 

北 部ダム 統 管 

北 部ダム 統 管 

南 部 国 道 

北 部 国 道 

那覇港湾 ・空港 

那覇港湾 ・空港 

Ｐ ２ 

Ｐ ３ 

Ｐ ４ 

Ｐ ５ 

Ｐ ６ 

Ｐ ７ 

Ｐ ８ 

Ｐ ９ 



１．施工計画、品質、出来形管理等の施工技術が優秀で出来ばえも良く、他の模範となるもの 

２．工事施工上の困難性（短期間の工期、施工条件、難易性、地元情勢）を克服し、工事の遂行に努力

し、かつ、出来ばえの良好なもの 

３．新しい施工技術を導入し、今後の施工技術の研究及び向上に貢献度が大きく、かつ、出来ばえも良

好なもの 

工 事 件 名 業 者 名 事務所等名 項 

● 平成２５年度億首ダム付替県道１０４号道路改良その他工事

● 平成２５年度億首ダム付替県道１０４号道路整備工事

● 平成２４年度調整水路トンネル補修工事

● 平成２５年度羽地・漢那・大保ダム植栽管理工事

● 平成２４年度南部国道管内道路施設等修繕（その２）工事

● 平成２５年度北部国道管内道路情報表示設備設置工事

● 中城湾港土砂処分場い・う・え護岸地盤改良工事

● 中城湾港土砂処分場二護岸外２件築造工事

（株）ホカマ 

（株）丸孝組 

（株）大城組 

（株）大和緑建 

（有）国栄建設 

パイオニア電設(株) 

東洋・みらい・本間特定建設工事共同企業体 

(株)太名嘉組 

北部ダム事務所 

北部ダム事務所 

北 部ダム 統 管 

北 部ダム 統 管 

南 部 国 道 

北 部 国 道 

那覇港湾 ・空港 

那覇港湾 ・空港 

Ｐ ２ 

Ｐ ３ 

Ｐ ４ 

Ｐ ５ 

Ｐ ６ 

Ｐ ７ 

Ｐ ８ 

Ｐ ９ 

優良施工工事一覧

優 良 施 工 工 事 の 選 考 基 準 



優良施工工事 

件名 平成 25 年度億首ダム付替県道１０４号道路改良その他工事 

会社名（株）ホカマ 

工事説明 

 本工事は、億首ダム事業に伴う工事で現道の

104 号線を新設の「付替県道 104 号線」に切り替

える最終段階の工事である。 

施工箇所は米軍基地返還との兼ね合いや、道

路供用開始日が決められていた為、工程の遅れ

が生じないよう工程管理の徹底が課題となった。 

 工事着手前には、地域住民への工事内容の説

明や施工方法等の説明会を開き、必要に応じ適

宜、住民との調整を行った。また、県道路管理者

等の関係機関とも頻繁に調整を図ったうえで工

事に着手した。 

施工箇所の大半は現道を供用しながらの工事

の為、道路利用者の円滑な通行と安全の確保に

留意するとともに、また、夜間も交通規制を行っ

ていた為、二次災害防止措置として仮設の信号

機や大型の標識等を設置するなど、安全に配慮

した施工を行なった。 

施工においては、埋設管への対応、軟弱層対

策としての置換工の追加、関係機関との調整に

よる施工計画の変更なども生じたが、適宜、工

程の見直しや、作業にあたる作業員の増員、週

間工程会議などの実施で現場の懸案事項を拾

い出し、また、発注機関とも積極的且つ頻繁に

連絡を取り合い工事を進捗させた。 

また、工事期間中は大雨などもあったが、万全

の赤土の流出防止対策を行い周辺環境への影

響もなく、無事、無事故、無災害で工事を完了す

ることができた。 

工事概要 

● 事務所名／北部ダム事務所

● 工事場所／国頭郡金武町字金武地先

● 工事内容／道路土工 一式 

法面工 一式 

構造物撤去工     一式 

舗装工 一式 

排水構造物工     一式 

縁石工 一式 

防護柵工    一式 

区画線工 一式 

道路付属施設工   一式 

法面工 一式 

● 工期／H２５.４.１～H２５.９.３０

● 契約金額／\89,399,393

位置図 

No.0～No.6(A 地区) No.18～No.23(B 地区) 

 施工箇所(A 地区) 

 施工箇所(B 地区) 



優良施工工事 

件名 平成２５年度億首ダム付替県道１０４号道路整備工事 

会社名  （株）丸孝組 

施工完了（供用開始前） 

工事説明 

 本工事は、億首ダム事業に伴う米軍返還条件 

の一つである「付替県道 104 号を新設し、現道 

104 号を閉鎖後米軍へ引渡す」条件履行の最終 

段階の工事である。 

 施工箇所は現道 104 号と新設県道 104 号の終

点側接合部区間の道路改良並びに町道交差部

を含めた舗装および区画線等を設置するのが主

な工事で、施工箇所の大半が交通規制を伴う現

道工事であるため、道路利用者の円滑な交通の

確保と安全かつ沿道環境に配慮した計画的な施

工が課題となった。また、新設県道104号への道

路供用開始日厳守が必須でかつ県道路管理者

をはじめ、発注者・米軍・警察・町役場・近接工

事・地元等の多岐にわたる関係者との調整・課

題解決を求められる工事であった。 

 課題解決にあたり、工事着手前から厳しい施

工条件・工程管理が想定される中、道路利用者

（近隣住民等）目線で工事を進める為、近隣住民

一戸一戸訪問し工事概要の説明を行い、理解と

協力を得るなど、工程遵守かつ無事故・無災害

で苦情も無く工事を完了させた。 

 また、豪雨による法面変状箇所の復旧工の新

規追加工種や関係機関との調整事項による追

加等が発生したが、適宜、施工計画・工程の見

直し及び受発注間で綿密な週間工程会議を開き、

懸案事項等の情報を共有し、積極的な工程管理

に努め、工期内の履行を遵守した。 

工事概要 

● 事務所名／北部ダム事務所

● 工事場所／国頭郡金武町金武地内

● 工事内容／道路土工 一式 

法面工    一式 

構造物撤去工     一式 

舗装工 一式 

排水構造物工   一式 

縁石工    一式 

防護柵工   一式 

区画線工     一式 

道路付属施設工  一式 

石・ブロック積工  一式 

● 工期／H２５.４.１～H２５.９.３０

● 契約金額／\65,756,818

位置図

工事概要説明 

近隣住民

関係機関調整 

米軍関係

施工箇所



優良施工工事 

件名 平成 24 年度調整水路トンネル補修工事 

会社名 ㈱大城組 

工事説明 

 本工事は、福地ダム～安波ダム間の調整水路

トンネルの劣化している区間を補修し、北部５ダ

ムの効率的な利水運用（統合運用）を継続的に

実施することを目的とした維持修繕工事である。 

 北部５ダムの統合運用は、各ダムが降雨によ

り単独で無効放流を生じることのないように、調

整水路トンネルから導水することによって効率的

な水資源の確保を図るものである。そのため、工

事により長期にわたって調整水路トンネルから

の送水を止めることが出来ないことから、本工事

においては、各ダムの貯水位とその見通しを踏

まえた工程管理を求められたが、的確な工程管

理で施工期間中の延べ５回の送水に対応した。 

また、施工においては、トンネル内の湧水処

理対策や、特殊機械を用いたトンネル坑内への

コンクリート運搬、トンネル内空背面空隙部への

ドライモルタルの注入管理などにおいて、高度な

技術力で施工を行った。環境面においては、コン

クリート打設に伴う濁水の流末が福地ダム貯水

池となるが、合理的に処理施設を配置し、貯水

池に流入させることなく、適正に処理を行った。こ

の様な厳しい施工条件のもとで、出来栄えが優

秀で、各種コンクリートの品質や出来型管理も良

好であり、かつ、無事故で工事を完成させた。 

工事概要 

● 事務所名／北部ダム統合管理事務所

● 工事場所／東村高江地先～福地ダム

● 工事内容／裏込注入工    一式 

内巻工         一式 

インバート補修工  一式 

● 工期／H25.3.15 ～ H26.3.28

● 契約金額／\132,615,000-

位置図 

施工個所 

内巻コンクリート

打設完了状況

インバート部 湧水処理状況

仮締切工（送水に伴う角落し設置・撤去）



優良施工工事 

件名平成２５年度羽地・漢那・大保ダム植栽管理工事 

会社名 （有）大和緑建 

工事説明 

 本工事は既存樹木の良好な生育を図ることを

目的に行う植栽維持管理工事である。 

本施工個所は、宜野座村、名護市、大宜味村

の３か所に点在しているため、各ダムの環境や

植栽された植物の生育状況などを把握しながら

適切に工程管理を行う必要がある。特に工期の

前半に集中する各ダム祭り前の施工にあたって

は、短期間での作業工程が求められ、隣接する

施工業者と緊密な調整を図りながら施工を進め

る必要があった。また、来訪者の多い漢那ダム

の湖畔公園の施工にあたっては、丁寧な工事説

明や案内を行うなど来訪者の安全確保に配慮し

た。 

 また、補植樹木の植付け前に蒸散抑制剤（グリ

ンナー）の散布、植付け後に発根促進剤（メネデ

ール）の注入を行い、補植樹木の根元周りに赤

土砂流出防止・雑草抑制及び保水性の向上を

目的にチップ材を敷設するなど受注者へ積極的

な提案を行い品質向上に努めた。 

出来形管理においては、より厳しい社内規格

値を設け現場搬入前に苗畑にて、品質・寸法規

格等、樹形・樹姿のバランスを充分チェックする

などの管理を行った。

以上、施工にあたっては様々な工夫を行いな

がら工期内に無事工事を完了させた。 

工事概要 

● 事務所名／北部ダム統合管理事務所

● 工事場所／名護市田井等、宜野座村字漢

那中山原、大宜味村字田港地先

● 工事内容／補植工 一式 

抜根除草工 一式 

● 工期／H25.6.7～H26.3.25

● 契約金額／\33,180,000

位置図 

大保ダム

羽地ダム

漢那ダム

剪定後の品質管理状況（乾燥防止）

チップ敷き均し後の施工完了状況

補植後の発根促進剤注入状況

防風ネット設置状況



優良施工工事 

件名 平成 24 年度南部国道管内道路施設等修繕(その 2)工事 

会社名 （有）国栄建設  
  

工事説明 

 本工事は、国道332号の那覇市垣花地区、331

号の糸満市米須地区、南城市地区（安座真、 

手登根、新里、津波古）、506号(側道)の南風原

町宮城地区の広範囲に点在する道路施設にお

いて補強筋法枠工・函渠改修工・函渠補修工・

歩道盛土補強工等を行う工事であり、各地区そ

れぞれ工事の特性が大きく異なり、効率的な施

工を行うため各地区に資材ヤードを設け、担当

技術者を増員し、同時施工を行なった。 

南城市地区の函渠補修時は、急な出水時に

対する避難経路・場所、ならびに、施工方法等を

事前に作業員も含め詳細に検討を重ね、品質、

安全面を確保した。 

宮城地区の歩道盛土補強工施工時は夜間照

明灯を配置した仮歩行者通路を設置し、第三者

の安全確保を重点に考慮し施工した。 

米須地区及び垣花地区は現道の交通規制を

伴う工事となっており、交通規制期間を短縮させ

るため、施工機械及び人員の増員等を行った。 

各地区それぞれ、施工箇所と民家が隣接して

いる箇所では、現場に従事する技術者、作業員

と隣接住民の間でトラブルの起きないよう直接住

民等に対し、工事内容の説明及び協力願いを行

うなど、第三者に工事への理解が得られるよう

誠意をもって対応し、苦情もなく無事故、無災害

で工事を完成させた。 

 

 

 

 

 

 

工事概要 

● 事務所名／南部国道事務所 

● 工事場所／与那原維持出張所管内 

一般国道 331 号、332 号、506 号（側道） 

● 工事内容／米須地区（函渠改修工）  一式 

垣花地区（補強筋法枠工）一式 

宮城地区（歩道補強工）  一式 

安座真地区（函渠補修工）一式 

手登根地区（函渠補修工）一式 

新里地区（函渠補修工）  一式 

津波古地区（函渠補修工）一式 

● 工期／H２４.９.２８～H２５.７.３１ 

● 契約金額／\84,525,000 

位置図 
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優良施工工事 

件名 平成２５年度北部国道管内道路情報表示設備工事 

会社名 パイオニア電設（株） 

工事説明 

 本工事は、一般国道５８号、３２９号において、 

既設の道路情報板、支柱の取替工事及び非常 

用発電装置の設置を行う工事である。 

 施工個所が、国頭村伊地、名護市名護、恩納 

村熱田・安冨祖、宜野座村潟原、うるま市赤崎と 

広範囲に点在し施工の大半が通行止めを伴う 

現道上での工事の為、道路利用者の円滑な交 

通の確保、及び歩行者の安全に配慮した施工 

計画が課題となった。 

 各施工個所の着手前に、広報活動及び各機 

関との調整等をこまめに行い、工程・計画に反 

映し工事を行った。 

特に、今回工事おいて工夫した点は、夜間の 

通行止めでは、安全を最優先に考え、一般車両 

からの視認性を重視した規制機材等を使用、誘 

導員や作業員の服装に LED点滅ベストを採用 

した。 

クレ－ン作業時には、事故防止のため早めの 

注意喚起を行い、周辺環境への配慮では、低 

騒音型機械・器具を採用した。 

 今回工事内容を、職員、作業員が KYミ－テ 

ィングにおいて周知・徹底し継続することで、 

無事故・無災害で工事を完了することができ 

た。 

工事概要 

● 事務所名／北部国道事務所

● 工事場所／北部国道事務所管内

● 工事内容／道路情報表示設備 一式

非常用発電設備  一式 

● 工期／H２５．１０．２～H２６．３．３１

● 契約金額／\１８６，９１２，６００

位置図 

図 

伊地情報板 

潟原情報板 
名護情報板 

熱田情報板 赤崎情報板 

赤崎情報板 安富祖情報板 

潟原情報板 

熱田情報板 

名護情報板 

伊地情報板 

安富祖情報板 



優良施工工事 

件名 中城湾港土砂処分場い・う・え護岸地盤改良工事 

会社名 東洋・みらい・本間特定建設工事共同企業体 

工事説明 

 本工事は、中城湾港土砂処分場の護岸築造

整備に伴う海上地盤改良工事である。 

 施工場所周辺海域には、クビレミドロやトカゲ

ハゼ等の希少生物が生息していると共に、アオ

サやモズクの養殖場が存在しているため、工事

区域外への濁り流出に対し細心の注意を払い、

施工を実施する必要があった。 

 施工区域周囲には自立型汚濁防止膜を設置し

濁り流出対策を実施しているが、地盤改良材

(砂)を区域内に搬入する際、一時的に汚濁防止

膜の一部を開放する必要があるため、汚濁防止

膜の構造を工夫して開閉に伴う濁り発生を抑制

すると共に、潮流と濁り拡散傾向を早期に分析し、

地盤改良材搬入のタイミングを決定した。 

 また、土砂処分場周辺は浅海域という特性と

別件工事が同時期に複数実施されているという

制約条件があったため、各工事と綿密な調整を

実施し、作業船舶座礁防止に留意した地盤改良

の施工順序・施工方法を計画し、実施することに

より、安全かつ円滑な施工を実現した。 

 安全管理においては、毎日の繰り返し作業に

よるマンネリ化防止に注力し、毎日の声掛け作

業確認、安全教育訓練や安全大会においてコミ

ュニケーションを重視した工夫を実施した。 

 以上、様々な工夫を講じることで、確実な施工

を実施し、無事故無災害で工期内完成を達成し

た。 

工事概要 

● 事務所名／那覇港湾・空港整備事務所

● 工事場所／沖縄市泡瀬地先

● 工事内容／共通工 一式 

海上地盤改良工 一式 

● 工期／H25.10.15～H26.3.26

● 契約金額／\1,688,400,000

位置図 

施工箇所 



優良施工工事 

件名 中城湾港土砂処分場ニ護岸外２件築造工事 

会社名 （株） 太名嘉組

工事説明 

本工事は、中城湾港土砂処分場の護岸を築

造する工事である。 

工事の施工にあたっては、周辺海域に貴重

な動植物が生息し且つ漁場に近接していたため、

石材撤去・投入・均しによる濁り拡散防止対策を

適切に行い周辺海域への影響を極力なくすこと

が大きな課題であった。そのため、汚濁防止膜

のカーテン丈を設計より長くしたり、帆布・大型土

のう撤去の際は帆布に付着した浮泥流出防止

のため、汚濁防止膜を内側から外側へ移設し、

撤去完了後に汚濁防止膜を撤去するなど濁りの

流出を防止するため細心の注意を払って施工を

行った。 

計画では築堤工により工事用道路を封鎖する

施工としており、陸路で往来する別件工事すべ

ての工程に重大な影響を及ぼす事と、別件揚土

工事の施工に伴い場内の水位が上昇したここと

による対策として補強工事を行う必要が生じるな

ど、工事全体で綿密な連絡体制を構築し円滑な

工事に努めた。 

安全管理では、バックホウにバックモニターを

取付け、且つ作業員との接触・巻込まれ防止の

ため警報感知システムを活用し、教育訓練では

津波を想定した避難訓練等を実施するなど、安

全意識の高揚に努めた。 

以上、周辺環境に配慮し、且つ場内では他工

事との工程調整を綿密に行い、確実な施工を行

うことで無事故無災害で工事を完了させた。 

工事概要 

● 事務所名／那覇港湾・空港整備事務所

● 工事場所／沖縄市泡瀬地先

● 工事内容／共通工  一式 

基礎工  一式 

被覆･根固工   一式 

上部工    一式 

裏込・裏埋工  一式 

築堤工   一式 

雑工    一式 

● 工期／H２５．３．２９～H２６．１．３１

● 契約金額／￥２１３，０４５，０００

位置図 

施工箇所 



１． 工事の実施にあたり、施工の安全確保に特段の配慮がなされ、かつ工事の成績が優秀であったも

の 

２． 困難立地条件のなかで、安全確保を図るために積極的に創意工夫がなされ、安全施工に顕著な成

績を上げたもの 

３． 安全施工に関して顕著な成果を上げ、他の請負業者の模範として、推奨すべき成果をあげたもの 

工 事 件 名 業 者 名 事務所等名 項 

● 平成２４年度西崎高架橋下部工（Ａ１～Ｐ２）工事

● 平成２３年度恩納南ＢＰ１工区改良（その７）工事

● 那覇港（浦添ふ頭地区）防波堤（浦添第一）消波ブロック工事（第４次）

大永建設(株) 

先嶋建設（株） 

（株）小波津組 

南 部 国 道 

北 部 国 道 

那覇港湾・空港 

Ｐ１１ 

Ｐ１２ 

Ｐ１３ 

安 全 施 工 工 事 の 選 考 基 準 

安全施工工事一覧 





安全施工工事  

件名 平成 23 年度 恩納南ＢＰ１工区改良（その７）工事 

会社名  先嶋建設（株）   

工事説明 

 本工事は、恩納南バイパス事業の一環と
して山間部の切り土、盛り土による道路改
良工事です。 
施工箇所は、山間部の急峻な地形であり、

重機の進入や法面上の作業など綿密な安
全対策が必要でした。また、土砂運搬では
小学校横の通過が必要なため児童の交通
安全、粉塵、騒音などに留意した対策の必
要性がありました。 
土砂運搬の安全対策として、ダンプ運転

手及び重機オペレータに対し、ハザートマ
ップを活用し実際の運搬経路の危険箇所
確認、及び対処方法等の教育の徹底と同時
に、過積載防止対策としてポータブル重量
計を用いて実際に積荷量の重量測定によ
る安全運行指導を行いました。 
法面施工時は、法面部への安全な昇降の
ためユニット式の階段を地形に合わせ設
置することで作業員の安全確保を行うと
同時に、ＴＳ出来形を応用して常に地山の
挙動を監視し法面作業の安全性確認を行
いました。 
また現場打受圧板のプレキャスト化を行
う事により法面上での作業を減らし安全
対策、工程管理、品質確保対策を行いまし
た。 
現場においては、上記の安全対策の徹底

のため、安全管理の見える化活動として危
険箇所等を実際の現場の写真を用いて「見
える安全活動」(写真)を作成し、日々の危
険予知活動等を行い無事故・無災害で工事
を完了することができました。 

工事概要 

● 事務所名／北部国道事務所

● 工事場所／恩納村字恩納地内

● 工事内容／道路土工 1 式

法面工１式、

擁壁工１式、

排水構造物工１式、

仮設工１式、 

● 工期／H24.3.29～H25.12.27

● 契約金額／\３１８，９９０，０００

位置図



安全施工工事 

件名 那覇港（浦添ふ頭地区）防波堤（浦添第一）消波ブロック工事（第４次） 

会社名 （株）小波津組 

工事説明 

 本工事は、那覇港（浦添ふ頭地区）防波堤（浦

添第一）の消波工に使用する消波ブロックの運

搬・仮置及び製作を実施するものである。 

 本工事ヤードではブロック製作工事が３件及び

別途工事によるブロック積込運搬が同時に行わ

れ、そのため作業ヤードが狭隘となり大型トレー

ラ、大型クレーンが輻輳することからヤード使用

計画及び重機災害防止対策、更に真夏の暑い

時期での施工なることから熱中症防止対策が重

要な課題であった。 

関係する請負業者間で連絡協議会を設置し、

看板・標識灯を共有することで省スペースで整然

と設置し作業ヤードの確保を図った。また、工事

車両の走行路をルール化し、車両が安全に、且

つ、円滑に運行できるように工夫・実施した。 

ブロック重量が１００ｔの大型であることから、

鋼芯でしなり柔らかさのある破断強度が強いワ

イヤー（ケーブルレイド IWRC６型）使用し、ブロッ

ク移動時のワイヤー切断による災害防止を図っ

た。 

 熱中症対策としては、種々の対策グッズを作業

員休憩所に常備し、作業足場にはミスト扇風機、

日陰シートを設置し、全作業員にはクールすだ

れを着用させ、首筋に直射日光が当たるのを防

止するなど積極的な対策を施した。 

 本工事においては、「安全第一」を常に意識し

た施工と工夫が図られ、無事故・無災害で竣工

することができた。 

工事概要 

● 事務所名／那覇港湾・空港整備事務所

● 工事場所／那覇市港町１丁目、

● 工事内容／消波工  一式  

● 工期／H25.6.22～ H25.10.31   一式

● 契約金額／\ 81,620.805-

位置図 



１． 設計計画の立案及び創意工夫等において技術力が優秀で出来ばえも良く、他の業務の模範となる

もの 

２． 設計計画等に新技術を導入し、今後の設計計画技術の研究及び向上に貢献度が大きく、かつ、とり

まとめ、出来ばえも良好なもの 

業 務 件 名 業 者 名 事務所等名 項 

● 平成２５年度普久川ダム及び漢那ダム耐震性能照査業務

● 平成２５年度小禄道路トンネル詳細設計業務

● 平成２５年度北部国道管内事業評価資料作成等業務

● 平成２５年度北部国道管内測量設計(その１)業務

● 那覇空港滑走路増設実施設計業務

● 那覇空港滑走路増設環境影響検討業務

（株）ニュージェック 沖縄支店 

（株)オリエンタルコンサルタンツ沖縄支店 

（株)長大 沖縄事務所  

（株）国建 

パシフィックコンサルタンツ（株） 沖縄支社 

（一財）みなと総合研究財団・いであ

(株) 設計共同体 

ダ ム 統 管 

南 部 国 道 

北 部 国 道 

北 部 国 道 

那覇港湾 ・空港 

開 発 建 設 部 

Ｐ１５ 

Ｐ１６ 

Ｐ１７ 

Ｐ１８ 

Ｐ１９ 

Ｐ２０ 

優良業務一覧 

優 良 業 務 の 選 考 基 準 



優良業務 

件名 平成 25 年度普久川ダム及び漢那ダム耐震性能照査業務 

会社名 （株）ニュージェック 

業務説明 

本業務は普久川ダム及び漢那ダムにおいて、

最大級の地震動（レベル２地震動）に対するダム

の安全性について照査し、所要の耐震性能が確

保されているかを確認するものである。 

ダムの耐震性能照査においては、計算モデル

を用いて動的解析を実施するため、計算に用い

るモデルが実際のダムの挙動を表せるものとな

っていなければならない。 

当該業務おいては、地震記録の挙動再現解析

によりモデルの信頼性を評価し、さらにより信頼

性の向上を図るために、原位置での常時微動計

測を実施、上記の挙動再現解析とのクロスチェッ

クにより解析の精度向上を図った。 

また、地震計が設置されていない対象ダムで

は、原位置調査である高密度表面波探査が実

施され、常時微動計測結果と併せてモデルの信

頼性を確保した。 

ゲート等の機械設備は、指針に示される解析

手法により照査を行うが、本業務においては、よ

り詳細な検討として三次元ＦＥＭ解析による照査

も実施し、照査の結果、耐震性能を満足すること

を確認した。 

これらの成果は、最新の技術的知見も十分に

反映されたダム耐震性能照査指針に基づくもの

で、起こり得る最大級の地震動に対するダムの

安全性を合理的に照査することができた。 

業務概要 

● 事務所名／北部ダム統合管理事務所

● 業務場所／沖縄県国頭村、宜野座村

● 業務内容／

計算モデルの作成 一式 

２次元静的解析（ロックフィルダム）一式 

２次元動的解析（ロックフィルダム）一式 

２次元動的解析（コンクリートダム）一式 

関連構造物等の耐震解析     一式 

● 工期／H２５．１０．２～H２６.３.２０

● 契約金額／\39,112,500

位置図 

漢那ダムの非常用放流主ゲートは、図に示す

三次元 FEM モデルを作成した解析により、同手

法による照査の結果耐震性能を満足することを

確認した。 
重力式コンクリートダムの計算モデルによる動的

解析の事例。

普久川ダム 

漢那ダム 



優良業務 

件名 平成２５年度小禄道路トンネル詳細設計業務 

会社名：（株）オリエンタルコンサルタンツ 

業務説明 

 本業務は、小禄道路の赤嶺地区に計画されて

いる（仮称）赤嶺トンネル詳細設計、技術検討委

員会及びこれに付帯する検討業務を実施するも

のであった。 

 （仮称）赤嶺トンネルの技術的特徴は以下の通

りであった。 

○モノレール、自衛隊施設、県道２３１号線な

どと立体交差する（トンネルが下）

○各施設とは約１０～２０ｍ程度の離隔で近

接施工となる

○トンネルが通過する一帯の地山は、いわゆ

る島尻泥岩と呼ばれる地質で、強度が低く、

且つ、水に触れるとスレーキング現象を起こ

す特徴を有している

 これらの技術的特徴に対し、学識経験者等か

ら構成される技術検討委員会を立ち上げ、委員

会で審議を行った。 

 また、当委員会での審議にあたっては、三次元

数値解析、骨組み解析などを駆使して、近接影

響と対策工の効果について検討した。 

更に、検討結果を踏まえ、様々な観点からトン

ネル工事に際してのリスク要素を抽出し、トンネ

ル情報化施工のシナリオを立案した。 

 弊社は、上述した全ての技術検討、委員会運

営などを行うと共に、検討及び審議結果をトンネ

ル設計に反映し、工事に向けた成果を滞りなく取

り纏めた。 

工事概要 

● 事務所名／南部国道事務所

● 業務場所／那覇市鏡水～赤嶺

● 業務内容／トンネル詳細設計   一式 

近接構造物影響解析 一式 

トンネル構造比較   一式 

技術検討委員会 

   の開催運営  一式 

● 工期／H２５．８．６～H２６．３．３１

● 契約金額／\４１，７９０，０００

位置図 

(仮称)那覇空港I.C

航空自衛隊那覇基地

(仮称)赤嶺トンネル

(仮称)那覇空港南I.C

国道331号

那覇西道路 豊見城東道路

(仮称)瀬長I.C

那覇市

航空自衛隊那覇基地 

モノレール 

陸上自衛隊那覇駐屯地 
国道 331 号 

上り線 

下り線 



優良業務 

件名 平成２５年度北部国道管内事業評価資料作成等業務 

会社名 株式会社 長大 
  

業務説明 

 本業務は、国道 329 号金武バイパスの事業再

評価に向けて、一部供用済区間における多岐に

わたる効果把握や残事業整備の必要性等の事

業継続に向けた検討を行うとともに、国道 58 号

恩納南バイパスの事業認定に向けた公益性等

の検討・評価を行ったものである。 

 国道 329号金武バイパスは、平成 23年に実施

された事業再評価で B/C が 1.1 と事業採択条件

はクリアしているものの、必要性の低い事業であ

った。一方で、その後の社会情勢の変化により、

周辺の米軍基地の一部の返還が決定し、跡地

の開発計画が進んでいた。そこで、各種の交通

分析に加え、ビッグデータ(ヒヤリハットなど)の活

用、道路利用者アンケート、関係機関ヒアリング

等を実施し、沿線開発や今後の地域活性化に金

武バイパスが欠かせない事業であることを明ら

かにした。 

 また、国道 58 号恩納南バイパスについては、

事業認定に必要な公益性の検討に向け、交通

特性分析や関係機関ヒアリング等を実施し、2 車

線である現道が主要幹線道路としての機能を果

たしていないこと、県内生産の大半を占める菊

等をはじめとする農作物の搬送に重要な役割を

果たしている道路であること等を明らかにし、恩

納南バイパスが公益性の視点から重要な事業

であることを示すことができた。 

 

 

 

業務内容 

● 事務所名／北部国道事務所 

● 業務場所／北部国道管内 

● 業務内容／事業評価資料作成 一式 

事業効果の把握 一式 

交通量推計 一式 

費用便益分析 一式 

事業認定資料作成 一式 

● 工期／H25.4.10～H26.3.31 

● 契約金額／\22,512,000 

位置図 



優良業務 

件名 平成 25 年度北部国道管内測量設計（その 1）業務 

会社名 （株）国建 

 

業務説明 

 

業務概要 

● 事務所名／北部国道事務所

● 業務場所／北部国道管内

● 業務内容／道路設計 一式 

一般構造物設計 一式 

仮設構造物設計 一式 

付帯設計 一式 

地質調査業務 一式 

測量業務  一式 

● 工期／H25.6.4～H26.3.31

● 契約金額／\38,776,500

本業務は、北部国道事務所管内の改築
事業に係る詳細設計等を行う業務であ
る。
 業務を進めるにあたっては、事業スケ
ジュールや工事進捗に影響がでないよう
必要となる設計や修正設計を迅速かつ的
確に実施することが求められ、関係機関
等との調整を円滑に進める必要があっ
た。

そこで、条件明示チェックシート（案）
の活用・合同現地踏査の実施による発注
者との情報共有、施工業者を交えた三者
協議実施による問題抽出・設計への反映、
関係機関協議・住民説明会へ積極的参加
等により、地域要望・関連協議の課題等
を設計内容に適切に反映した。

宜野座改良2工区における排水修正設
計では、経路検討にあたり流末位置の選
定及び管理者の異なる複数の既設埋設管
への干渉が課題となった。
また、恩納南バイパスの防風林帯植栽

検討では、住民の要望を踏まえた防風対
策が課題となったが、関係者との協議の
場に参加し事業課題等を的確に捉え検討
内容に反映した。

●恩納南 BP 防風林帯植栽検討

住民の理解に配慮した資料作成・説明に努めた 

●合同現地調査による発注者との情報共有

●宜野座改良 2 工区排水修正設計

管理者の異なる複数の既設埋設管 

宜野座村、県企業局、北武国道事務所
との調整により、下記のとおりとした



優良業務 

N-2 工区（標準函） 

N-4 工区（標準・堤頭函） 

N
工
区

(3
20

m
) 

AN
工
区

(9
83

m
) 

AS
工
区

(7
30

m
) 

E4-4,5 工区（574m） 

中仕切り堤

仮設桟橋３

仮設桟橋４,５ 

仮設橋

中仕切り堤

（構造検討）

（ケーソン細部設計）

（ケーソン細部設計）

浚渫

：実施設計対象箇所

：磁気探査図面作成箇所

件名 那覇空港滑走路増設実施設計業務 

会社名 パシフィックコンサルタンツ（株） 

業務説明 

 本業務は、那覇空港滑走路増設事業に係る護

岸 N-2 工区、N-4 工区に使用するケーソンの細

部設計及び N 工区、AN 工区、AS 工区、E4-4・

E-5 工区、仮設桟橋 3 箇所、仮設橋、水域施設

（浚渫）、中仕切堤 2 箇所の実施設計並びに、仮

設桟橋の構造検討等を行ったものである。 

 ケーソン細部設計は、外周護岸のケーソンであ

ったことから、検討ケースとして、「①施工途中の

防波堤状態での施工時状態」、「②裏込施工後

に埋立揚土護岸として利用する揚土時状態」、

「③供用後の防波護岸としての完成時状態」の

各状態について、作用荷重を設定し、配筋計算

が実施されている。 

護岸の実施設計は、輻輳する工事に対して、

施工課題を抽出し、その対応策について検討を

行い、安全且つ確実に施工が可能となる施工ロ

ッドを設定し、設計に反映させている。更に、工

事による海域環境への影響を低減させるために、

経済的且つ効率的な汚濁防止膜の配置検討が

行われている。 

 仮設桟橋配置検討は、揚土用の桟橋として作

業船諸元をもとに経済的となる最適な配置が検

討されている。 

本業務は、工事発注に即して短期間に設計を

完了させる必要があったため、工程管理の徹底

や綿密な業務調整等により円滑に業務が遂行さ

れ、優良な成果であった。

位 置 図 

業務概要 

● 事務所名／那覇港湾・空港整備事務所

● 業務場所／那覇港湾・空港整備事務所管内

● 業務内容／RC ケーソン細部設計  一式

護岸実施設計  一式 

仮設桟橋実施設計  一式 

中仕切堤実施設計  一式 

仮設橋梁実施設計  一式 

浚渫実施設計  一式 

磁気探査実施設計     一式 

仮設桟橋配置検討     一式 

仮設桟橋係留部検討 一式 

● 工期／H25.6.26～H26.3.31

● 契約金額／\40,015,500-



優良業務 

件名  那覇空港滑走路増設環境影響検討業務 

会社名 那覇空港滑走路増設環境影響検討業務一般財団法人みなと総合研究財団・いであ株式

会社設計共同体

業務説明 

本業務は、那覇空港滑走路増設事業に関す

る環境影響を把握するため、環境影響評価法に

基づき「那覇空港滑走路増設事業に係る環境影

響評価書」の作成を行ったものである。 

評価書の作成にあたっては、情報公開を意識

し、図表化により一般にも理解しやすい資料の

作成に努めた。また、環境影響評価手続きに際

しては、工事着工時期を踏まえ、発注者並びに

関連する設計・施工計画検討等業務の実施機

関との密な連絡・調整のもと業務を円滑に進め

た。環境保全措置の検討については、那覇空港

環境保全検討委員会を開催し、「準備書に対す

る主な知事意見と対応方針」、「波浪・潮流・水質

の予測結果」、「海域生物・海域生態系の環境保

全措置」等について議論し、学識者からの指導・

助言を環境影響評価書に反映した。また、重要

種であるクビレミドロについては、平成 24 年度実

施した移植試験についてモニタリングを行うとと

もに屋外実験水槽において藻体数及び卵数定

量把握実験を行い、移植計画の基礎資料とし

た。 

その他、サンゴ類、海藻草類等の出現状況を

把握するとともに、構造物の設置による周辺海

域での潮流変化についてシミュレーションを実施

し、海域生物に対する影響検討を行った。 

さらに、公有水面埋立法に基づく公有水面埋

立免許願書の添付図書「環境保全に関し講じる

措置を記載した図書」を作成した。 

業務概要 

● 課   名／空港整備課 

● 業務場所／那覇空港地先

● 業務内容／

評価書の作成 一式 

評価書提出後の対応 一式 

環境保全検討委員会の開催  一式 

環境保全措置の検討 一式 

海域生物調査 一式 

道路交通騒音等調査 一式 

通水部の検討 一式 

渋滞予測の再検討  一式 

環境影響予測 一式 

● 工期／H25.4.4～H26.3.31

● 契約金額／\42,210,000

移植試験（移植先のクビレミドロ） 那覇空港環境保全検討委員会 

位置図

評価書の概要版(アウトライン) 連絡誘導路の通水性の確保に関する検討(仮想物質の堆積状況) 

変化値：通水路部 10m-通水路部なし 変化値：橋梁(埋立なし)-通水路部なし 



  

 
 

 

 

 

 

 

１． 工事施工における困難性（工期、施工条件、難易性、地元情勢）を克服 

２． 新しい施工技術の導入等の創意工夫 

３． 土木工事現場の環境改善によるイメージアップ等への貢献度 

 

 

工 事 件 名 業 者 名 技術者名 事務所等名 項 

● 平成２５年度億首ダム付替県道１０４号道路改良その他工事 

● 平成２５年度億首ダム付替県道１０４号道路整備工事 

● 平成２４年度調整水路トンネル補修工事 

● 平成２５年度羽地・漢那・大保ダム植栽管理工事 

● 那覇港（新港ふ頭地区）岸壁（ー１３．０ｍ）（改良）（耐震）外１件工事 

（株）ホカマ 

（株）丸孝組 

（株）大城組 

（有）大和緑建 

東洋建設・南海土木特定

建設工事共同企業体 

知花  徳和 
宮 城 立 裕 
大 城 敏 男 
嘉 陽 宗 紀 
前 田 悦 雄 

北 部 ダ ム 

北 部 ダ ム 

ダ ム 統 管 

ダ ム 統 管 

那覇港湾・空港 

Ｐ２２ 

Ｐ２２ 

Ｐ２３ 

Ｐ２３ 

Ｐ２４ 

優 秀 工 事 技 術 者 の 選 考 基 準 

優秀工事技術者一覧 

 



優秀工事技術者 

  監理技術者 

知花 徳和 

●工 事 名：平成２５年度億首ダム付替県道１０４号道路改良その他工事

●事務所名：北部ダム事務所

●工 期：平成２５年４月１日～平成２５年９月３０日

●会社名／代表者名：株式会社 ホカマ/外間 慎也

 この度は、栄誉ある優秀工事技術者の表彰を承りましたことは、建設工事に携わる技術者として誠

に光栄な事であります。これも発注者であります北部ダム事務所並びに億首出張所の監督職員のご

指導をはじめ、本工事に携わった多くの方々の尽力のおかげであります。この場を借りて深く感謝御礼

申し上げます。 

 本工事は、億首ダム事業に伴う現道の県道１０４号線を新設の付替県道１０４号線に切り替える最終

段階の工事です。 

 現道の道路を供用しながらの工事であり、工事範囲内のほとんどが交通規制を伴ったため、道路利

用者の安全や作業員の安全を第一に考え、災害等が起こらないよう十分な安全管理を心掛けました。

また、新設の道路の供用開始日が決まっていたため、工期内に完了できるよう工程の管理を徹底し、

発注者との報告・連絡・打合せを密に行いました。途中で追加の工事も出てきましたが、作業員の増員

を行い工期内に無事、無事故・無災害で工事を完了することが出来ました。今回の受賞を励みにさら

なる技術力の向上、第三者への災害防止、地域との協力・創意工夫を怠らず、より良い品質で且つ安

全で確実に施工できるような現場づくりに努めて参りたいと思います。 

監理技術者 

宮城 立裕

●工 事 名：平成２５年度億首ダム付替県道１０４号道路整備工事

●事務所名：北部ダム事務所

●工 期：平成２５年４月１日～平成２５年９月３０日

●会社名／代表者名：（株）丸孝組／前田 孝明

この度、栄誉ある優秀工事技術者表彰を受賞できました事は、建設工事に携わる技術者として誠に

光栄であり、今後の励みになります。これもひとえに沖縄総合事務局 開発建設部 北部ダム事務所並

びに億首出張所の監督職員を始め、この工事に携わった多くの関係者の方々のご指導、ご協力、そし

て一致結束して工事に取り組んだ同僚の尽力があっての事と心より深く感謝申し上げます。 

本工事の施工箇所は大半が交通規制を伴う現道工事である為、道路利用者の円滑な交通の確保

と安全且つ沿道環境に配慮した施工と、道路供用開始日の厳守が必須で、県道路管理者を始め発注

者・米軍・警察・町役場・近接工事・地元等の多岐にわたる関係者との調整・課題解決を求められる工

事でありました。特に近隣住民には工事概要の説明を一戸一戸周り、理解と協力を頂き施工を行いま

した。 

また、豪雨による法面変状箇所の復旧工の新規追加工種や関係機関との調整事項による追加等が

発生しましたが、適宜、施工計画・工程の見直し及び受発注間で綿密な週間工程会議を開き、懸案事

項等の情報を共有し、積極的な工程管理に努め工程遵守且つ無事故・無災害で苦情も無く工事を完

了することができました。今回の受賞をより大きい励みとして今後も技術力、品質の向上を目指し、地

域住民に満足して頂けるようこれからも努力していきたいと思います。



優秀工事技術者

  監理技術者 

  大 城 敏 男 

●工 事 名：平成 24 年調整水路トンネル補修工事

●事務所名：北部ダム統合管理事務所

●工 期：平成 25 年 3 月 15 日～平成 26 年 3 月 28 日 
●会社名／代表者名：株式会社 大城組

代表取締役 花城 一郎

この度、栄誉ある優秀工事技術者表彰を受賞できました事は、建設工事に携わる技術者として

誠に光栄であります。これもひとえに沖縄総合事務局開発建設部 北部ダム統合管理事務所並び

に福地ダム管理支所、監督職員のご指導と工事に携わった方々のご協力の賜物と心より感謝申し

上げます。 本工事は、福地・安波ダム間を結ぶ調整水路トンネルの補修工事で、県民生活のラ

イフラインを維持する上で重要な工事でありました。工事期間中、新川ダム以北の 4 ダムから 
福地ダムへの注水を止め、トンネル延長約 2km の区間で内空断面の補修を行いましたが、北部

５ダムの統合運用で注水を再開するときには、坑内の全ての施工機械・仮設備を移動・撤去する

必要があることから、北部５ダムの利水運用に影響を与えずに効率的に施工を進められるように

福地ダム管理支所と連携して工程管理に努めました。又、トンネル延長約 2km の長い区間で内

空断面が狭い劣悪な環境の中、照明・換気等の作業環境と作業員の安全を確保することに努めま

した。なお、工事全般にわたって、全職員、作業員で出来形・品質・環境の課題にも取り組み無

事故・無災害で竣工できました。今回の受賞を契機に、より一層の技術力・品質向上に努め、環

境に配慮した安全で快適な職場作りに努めていきたいと思います。

主任技術者 

嘉 陽 宗 紀

●工 事 名：平成２５年度羽地･漢那・大保ダム植栽管理工事

●事務所名：北部ダム統合管理事務所

●工 期：平成２５年６月７日～平成２６年３月２５日

●会社名／代表者名：（有）大和緑建／比嘉 良和

この度、栄誉ある優秀工事技術者表彰を受賞させて頂きましたことは、建設工事に携わる技術者 

として誠に光栄であります。これも沖縄総合事務局 北部ダム統合管理事務所の監督職員を始め、工

事に関わった多くの関係者皆様のご指導とご協力があっての事と深く感謝申しあげます。 

本工事は、既存樹木の良好な生育を目的に行う植栽維持管理工事であります。 

当該工事箇所である羽地ダムにおいては、多目的広場周辺の既設樹木の生育が悪く緑陰が少ない

と考え試験植栽を兼ねてリュウキュウマツ及びコバテイシの補植を提案実施しました。同じく、大保ダ

ムにおいても全体的に既存樹木の生育が悪いため耐潮風性に強いクロヨナを選定し補植を行い、低

木（ブッソウゲ・ミニサンダンカ）箇所周辺には、創意工夫にて防風ネットを設置し品質管理に努めまし

た。 

さらに漢那ダムの湖畔公園内においては、良好な生育の花木が少ないことから､ヒカンザクラ、ホウ

オオウボク、ミニサンダンカ等を選定し補植を行いました。特に植栽後の活着をより高めるため、品質

管理を徹底した施工を行い、工期内に無事完了することができました。 

 今回の受賞を励みに、より一層の努力を重ねて品質及び技術力の向上に努め、安全で快適な職場 

づくりに努力していく所存でございます。



優秀工事技術者 

監理技術者 

前田 悦雄 

●工 事 名：那覇港(新港ふ頭地区)

岸壁(-13.0m)(改良)(耐震)外 1 件工事 

●事務所名：那覇港湾・空港整備事務所

●工   期：平成 25 年 6 月 28 日～平成 26 年 2 月 17 日 

●会社名／代表者名：東洋建設・南海土木特定建設工事共同企業体

／堀井 洋祐 

 この度、栄誉ある優秀工事技術者の表彰を承りました事は、建設工事に携わる技術者として 

誠に光栄であります。これもひとえに沖縄総合事務局 那覇港湾・空港事務所の皆様を始め、

工事にかかわった多くの関係各位のご指導・ご協力があっての事と深く感謝申し上げます。 

 本工事は那覇港(新港ふ頭地区)の耐震補強工事として陸上地盤改良を行ったものです。本施

工区域は供用中の岸壁のため関係方々と事前に打合せを何度も行い、施工区域を分割して順序

を工夫することで、荷役作業に支障をきたさず施工することを可能にしました。また、４台の

改良機に待機が生じないように適正な配置計画・打設管理を行うことで、所定の期日内に別件

工事に改良機・ヤードを引き渡す事ができました。本施設はソーラス条約対象施設のため、構

内ルールを徹底するために関係者には携帯用小冊子の配布、ゲートも荷役車両との競合を避け

るために専用のゲートを設けて管理しました。各荷役業者とは日々の作業調整を行い輻輳する

構内における安全運行に努めた結果、無事故・無災害で本工事を終える事ができました。今回

の受賞を励みに、より一層の技術力・品質の向上に努め、安全で快適な作業環境を作り、工事

を通じて社会貢献に努めていきたいと思います。 



１． 業務履行上の困難性（工期、施工条件、難易性、地元情勢）を克服 

２． 新技術の導入等の創意工夫 

業 務 件 名 業 者 名 技術者名 事務所等名 項 

● 平成２５年度普久川ダム及び漢那ダム耐震性能照査業務

● 平成２５年度北部国道管内事業評価資料作成等業務

● 那覇空港滑走路増設環境影響検討業務

（株）ニュージェック 沖縄支店 

（株)長大 沖縄事務所 

（一財）みなと総合研究財

団・いであ(株)(共)

中 野 歩 

野尻  敏弘 

首 藤 啓 

ダ ム 統 管 

北 部 国 道 

開 発 建 設 部 

Ｐ２６ 

Ｐ２６ 

Ｐ２７ 

優秀業務技術者一覧 

優 秀 業 務 技 術 者 の 選 考 基 準



優秀業務技術者

管理技術者 

中野  歩 

●工 事 名：平成２５年度普久川ダム及び漢那ダム耐震性能照査業

務

●事務所名：北部ダム統合管理事務所

●工 期：平成 25 年 10 月 2 日～平成 26 年 3 月 20 日 

●会社名／代表者名：(株)ニュージェック沖縄支店／竹内良太郎

この度、栄誉ある優秀業務技術者の表彰を受けましたことは、誠に光栄なことであります。こ

れもひとえに、北部ダム統合管理事務所、安波・漢那ダム管理支所職員の皆様のご指導、ご助言

の賜物と深く感謝申し上げます。

本業務は、北部ダム統合管理事務所が管理する 8 ダムのうち、普久川ダム及び漢那ダムのダ

ム本体及び関連構造物等について、地震応答解析等により耐震計算を行い、大規模地震時にダム

に要求される耐震性能を照査したものです。業務実施に際しては、精度の高い耐震性能照査を実

現するため、解析の再現性、信頼性確保が重要となりました。そこで、調査職員の方々との協議

を踏まえ、対象構造物の振動特性や堤体土質材料のせん断波速度の原位置調査、従来の手法で耐

震性能を照査することが困難であった一部構造物に対する新たな知見を反映した手法による照

査を実施しました。その結果、レベル２地震動という非常に強い地震動に対するダムの安全性を、

合理的に照査できたと考えております。

今回の受賞を励みとし、なお一層の技術力向上と創意工夫に努めていきたいと考えておりま

す。今後ともご指導、ご鞭撻のほど宜しくお願いいたします。

担当技術者 

野尻 敏弘

●業 務 名：平成２５年度北部国道管内事業評価資料作成等業務

●事務所名：北部国道事務所

●工 期：平成２５年４月１０日～平成２６年３月３１日

●会社名／代表者名：株式会社 長大 沖縄事務所／清家 伸夫

この度は栄誉ある優秀業務技術者の表彰を受賞させて頂き、誠にありがとうございます。これ

もひとえに、沖縄総合事務局北部国道事務所職員の方々並びに関係者の皆様方からの適切なご指

導とご支援を頂いたおかげであり、深く感謝申し上げます。 

本業務は、国道 329 号金武バイパスの事業再評価に向けた事業継続性の検討を行うとともに、

国道 58 号恩納南バイパスの事業認定に向けた公益性等の検討・評価を行ったものです。 

 金武バイパスは、前回再評価において B/C が 1.1と低い事業であったため、残事業の整備に当

たっては説得力のある理由が求められていました。そこで、各種交通データ分析やビッグデータ

の活用、道路利用者アンケート、関係機関ヒアリング等を実施し、周辺の米軍基地返還に基づく

開発を含めた今後の地域活性化に金武バイパスが大きな影響を与えることを示す提案をさせて

頂きました。また、恩納南バイパスについては、県内生産の大半を占める菊等の農作物の搬送に

重要な道路であることなど、公益性の視点から重要な事業であると提案させて頂きました。 

今回の受賞を励みに、なお一層の技術力向上と創意工夫に努め、地域の社会貢献に努めて参りた

いと考えております。今後とも、ご指導・ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。



優秀業務技術者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理技術者 

首藤 啓 

 
 
●工 事 名：那覇空港滑走路増設環境影響検討業務 
●課 名：空港整備課 
●工 期：平成２５年４月４日～平成２６年３月３１日 
●会社名／代表者名：那覇空港滑走路増設環境影響検討業務 一般 

財団法人みなと総合研究財団・いであ株式会社設計共同体 
／一般財団法人みなと総合研究財団 金田孝之 

 
 

この度、大変栄誉ある優秀業務技術者の表彰を賜りまして、誠に光栄なことと存じます。これ

もひとえに、沖縄総合事務局開発建設部空港整備課の職員の方々並びに関係者の皆様からの多大

なご指導・ご支援の賜物と深く感謝申し上げます。 
 本業務は、那覇空港滑走路増設に係る環境影響評価手続きのうち、評価書の手続きに該当する

業務であり、事業を着工する前の最終段階に相当しています。環境影響評価の業務は、大変長期

間におよびかつ多くの分野が係わる業務であり、発注者・受注者が一体となり各担当分野の業務

を積み上げ、全体を見渡しながら適切に取りまとめる必要がありました。最終的な補正後評価書

は、本編で 3000 ページ弱、さらに資料編と要約書を加えて膨大な資料となりました。 
 早期着工の要求、環境に対する沖縄県民の意識の高さなどといった情況の中で、品質の高い評

価書を作成するために、効率的な工程と担当者間の意思疎通を図ることに心がけました。また、

発注者の業務全般に渡る情熱が伝わり一体感を形成できたものと考えております。 
 今回の受賞を励みにして、環境保全を確保しつつ一層地域社会資本の整備の貢献に努めて参り

たいと考えております。今後とも、ご指導・ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 
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